
 
 

第４回滋賀県公園緑地検討協議会 奥びわスポーツの森部会 議事要旨 

開催日時 令和２年(2020 年) ５月 26 日(火)  10:00～12：00 

開催場所 Ｗｅｂ会議室 

出席委員 

（敬称略、五十音

順） 

加納委員、下司委員、山田委員代理、松宮委員、山崎委員【全７委員、出席６委

員】 

 

① 令和元年度 意見総括 

令和元年度に開催した本部会の意見を総括 

② 奥びわスポーツの森の活性化検討状況について 

昨年度末より実施したマーケットサウンディング型市場調査について、説明。 

奥びわスポーツの森においては、一般社団法人、古民家再生協会から事業提案が１件あり、古民家を利

用した滞在施設の整備といったもの。 

＜主な意見等＞ 

・国の補助を受けて事業を行うのであれば、県や長浜市のバックアップも必要となる。 

・今後も引き続きＰａｒｋ－ＰＦＩを中心とした民活事業を検討していく。 

・新型コロナ感染症で状況が大きく変わる可能性があるので、再度、サウンディング調査を実施し、チ

ェックしていきたい。 

③ 奥びわスポーツの森再整備計画について 

今後、奥びわスポーツの森で行う事業について、説明。ビジターセンターの改修、モロコ川周辺整備、

びわ体育館の今後の利活用、長寿命化計画の策定について説明。 

＜主な意見等＞ 

・びわ体育館の廃止について、公園の活用は天候に左右されやすい。屋外施設だけでなく屋内施設もあ

ると活用しやすい。体育館があるというのは、売りになるのではないか。 

・びわ体育館は耐震性の問題に加え、雨漏りなど老朽化が進んでおり、有効に活用するのであれば、そ

の対策費用が必要。 

・公園内にある危険箇所（バスケットゴールの裏側など）や老朽化施設（テニスコートなど）は長寿命

化計画とあわせて整理して、公園利用者の安全性を確保してほしい。 

・ビワイチがナショナルサイクルルートに指定された。本公園はルートに隣接するので、関連して何か

整備を検討してほしい。 

④ 滋賀県都市公園マネジメント基本方針（案）の策定について 

滋賀県都市公園マネジメント基本方針（案）の策定について説明。 

＜主な意見等＞ 

・今後、パブリックコメント等で県民の方にも意見をいただき、公表していく。 

・マネジメント基本方針（案）には、各部会から頂いた意見を整理し、問題点となったところを中心に

整理していく。 

⑤ その他 

・コロナウイルス感染症対策について  



 
 

 ４月 24日から駐車場の閉鎖、遊具の使用禁止、屋内外の施設の使用禁止を実施。 

・その後、緊急事態宣言の対象区域を外れたことから、５月 16日から奥びわスポーツの森については

駐車場の閉鎖措置を解除しました。 

・今後の施設の利用制限については、他府県の状況等をふまえ、検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 


